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今
年
度
か
ら
、
国
よ
り
５
回
分
の
妊
婦
健
康
 

診
査
の
経
費
が
助
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
県

で
は
第
３
子
以
降
の
妊
婦
健
康
診
査
　
回
分
の

経
費
を
限
度
と
し
て
町
へ
補
助
す
る
事
業
を
は

じ
め
ま
し
た
。
 

　
町
と
し
て
は
、
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
が
お
な
 

か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
と
共
に
す
こ
や
か
に
生
活

し
、
安
全
に
出
産
す
る
た
め
に
、
妊
婦
健
康
診

査
が
と
て
も
大
切
な
健
診
で
あ
る
た
め
、
第
３

子
以
後
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
第
１
子
・
第
２
子
を

含
め
、全
て
の
妊
婦
を
対
象
に
、問
診
及
び
診
察
・
 

尿
検
査
・
超
音
波
検
査
の
基
本
的
な
妊
婦
健
康

診
査
全
　
回
分
の
経
費
を
町
が
助
成
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
│
２
３
０
６
 

                   　
妊
婦
健
康
診
査
は
、
お
母
さ
ん
と
お
な
か
の
 

中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
を
守
り
、
妊
娠
が
順
調
 

か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

健
診
は
、
大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
「
初
期
」
 

は
４
週
間
に
１
回
、「
中
期
」
は
２
週
間
に
１
回
、
 

「
後
期
」
は
毎
週
１
回
の
受
診
が
必
要
と
な
り
 

ま
す
。
 

　
こ
の
健
診
は
保
険
適
用
外
で
あ
り
、
妊
娠
し
 

て
か
ら
出
産
ま
で
の
間
に
概
ね
　
回
の
健
診
を

受
け
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
家
庭
の
経
済
的
負
担

も
大
き
く
な
り
ま
す
。
 

　
町
は
こ
れ
ま
で
、
妊
婦
に
関
す
る
支
援
に
つ
 

い
て
、
健
康
相
談
や
指
導
の
充
実
を
図
る
と
と
 

も
に
、
妊
娠
　
週
（
前
期
）
・
　
週
（
後
期
）
 

の
２
回
分
の
妊
婦
健
康
診
査
の
検
査
経
費
を
助
 

成
し
て
い
ま
し
た
。
 

〜
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め
に
〜

〜
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め
に
〜
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◆
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
　
 

　
　
　
　
　
妊
娠
・
出
産
の
状
態
及
び
生
ま
れ
 

　
　
　
　
た
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
記
録
で
き
 

　
　
　
　
る
手
帳
を
町
が
交
付
し
ま
す
。
 

 　
　
　
◆
妊
婦
健
診
の
助
成
 

　
　
　
　
　
妊
娠
後
、
出
産
ま
で
の
お
母
さ
ん
 

　
　
　
　
と
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
 

　
　
　
　
状
態
を
確
認
す
る
健
診
で
す
。
健
診
 

　
　
　
　
に
か
か
る
経
費
を
町
が
助
成
し
ま
す
。
 

 　
　
　
◆
喫
煙
対
策
 

　
　
　
　
　
妊
婦
の
い
る
家
庭
内
で
の
喫
煙
が
、
 

　
　
　
　
お
母
さ
ん
と
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
 

　
　
　
　
ん
に
も
た
ら
す
影
響
を
考
え
て
も
ら
 

　
　
　
　
い
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
人
 

　
　
　
　
の
禁
煙
を
指
導
し
ま
す
。
 

    　
　
　
◆
出
産
育
児
一
時
金
 

　
　
　
　
　
出
産
に
か
か
る
経
費
の
負
担
軽
減
 

　
　
　
　
を
図
る
た
め
、
加
入
保
険
か
ら
一
時
 

　
　
　
　
金
（
　
万
円
〜
）
が
保
護
者
に
支
給
 

　
　
　
　
さ
れ
ま
す
。
 

 　
　
　
◆
出
産
祝
金
 

　
　
　
　
　
第
３
子
以
後
、
出
生
し
た
保
護
者
 

　
　
　
　
に
祝
金
と
し
て
、
　
万
円
を
町
が
支
 

　
　
　
　
給
し
ま
す
。
 

　
　
　
◆
ひ
だ
ま
り
子
ど
も
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
◆
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
　
　
町
内
各
小
学
校
児
童
に
、
放
課
後
 

　
　
　
　
や
休
日
の
安
全
で
安
心
な
場
と
地
域
 

　
　
　
　
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
 

　
　
　
　
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
野
沢
・
尾
野
本
小
児
童
は
、
１
〜
 

　
　
　
　
４
年
生
を
対
象
に「
ひ
だ
ま
り
」で
、
 

　
　
　
　
群
岡
・
新
郷
・
奥
川
小
児
童
は
、
全
 

　
　
　
　
学
年
を
対
象
に
各
学
校
で
実
施
し
ま
 

　
　
　
　
す
。
 

   　
　
　
◆
就
学
援
助
　
 

　
　
　
　
　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
就
学
が
 

　
　
　
　
困
難
と
認
め
ら
れ
た
児
童
及
び
生
徒
 

　
　
　
　
の
保
護
者
に
、
町
が
就
学
に
必
要
な
 

　
　
　
　
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

 　
　
　
◆
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
金
助
成
　
 

　
　
　
　
　
町
小
学
校
・
中
学
校
の
特
別
支
援
 

　
　
　
　
学
級
へ
就
学
す
る
児
童
又
は
生
徒
の
 

　
　
　
　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
 

　
　
　
　
た
め
、
町
が
就
学
な
ど
に
必
要
な
経
 

　
　
　
　
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

 　
【
そ
の
他
の
助
成
制
度
・
手
当
】
 

　
　
◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
 

　
　
◆
児
童
扶
養
手
当
 

　
　
◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

　
　
◆
障
が
い
児
福
祉
手
当
　
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

　
教
育
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
6

　
　
　
◆
予
防
接
種
　
 

　
　
　
　
　
ポ
リ
オ
は
集
団
で
、
三
種
混
合
や
 

　
　
　
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
予
防
接
種
は
個
別
に
 

　
　
　
　
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。
 

　
　
　
 

　
　
　
◆
１
歳
６
ヵ
月
健
診
　
 

　
　
　
　
　
身
体
計
測
・
内
科
・
歯
科
健
診
を
 

　
　
　
　
実
施
し
ま
す
。
 

　
　
　
 

　
　
　
◆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
　
 

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
学
習
・
遊
び
・
親
子
の
 

　
　
　
　
触
れ
合
い
を
と
お
し
て
、
子
育
て
の
 

　
　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
を
実
 

　
　
　
　
施
し
ま
す
。
 

 　
　
　
◆
保
育
所
入
所
　
 

　
　
　
　
　
４
月
１
日
現
在
で
、
満
２
歳
に
達
 

　
　
　
　
し
て
い
る
児
童
を
各
保
育
所
で
保
育
 

　
　
　
　
し
ま
す
。
な
お
、
野
沢
保
育
所
で
は
 

　
　
　
　
生
後
６
ヵ
月
に
達
し
た
児
童
か
ら
保
 

　
　
　
　
育
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
ま
た
、
保
育
料
の
軽
減
や
延
長
保
 

　
　
　
　
育
も
実
施
し
ま
す
。
 

       　
　
　
◆
２
・
３
歳
児
歯
科
健
診
　
 

　
　
　
◆
３
歳
児
健
診
　
 

　
　
　
　
　
身
体
計
測
・
内
科
検
診
・
尿
検
査
・
 

　
　
　
　
聴
覚
検
査
・
歯
科
健
診
な
ど
の
各
種
 

　
　
　
　
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
　
　
◆
児
童
手
当
 

　
　
　
　
　
国
の
制
度
に
よ
り
、
小
学
校
６
年
 

　
　
　
　
生
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
 

　
　
　
　
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
 

      　
 

　
　
　
◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成
 

　
　
　
　
　
小
学
校
入
学
ま
で
の
児
童
が
、
医
 

　
　
　
　
療
機
関
で
支
払
う
保
険
対
象
医
療
費
 

　
　
　
　
の
一
部
負
担
金
を
町
が
助
成
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
な
お
、
会
津
管
内
の
医
療
機
関
等
で
 

　
　
　
　
受
診
し
た
場
合
は
、
窓
口
無
料
に
な
 

　
　
　
　
り
ま
す
。
 

 　
　
　
◆
新
生
児
訪
問
　
 

　
　
　
　
　
生
後
１
ヵ
月
の
新
生
児
に
保
健
師
 

　
　
　
　
等
が
家
庭
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
　
 

 　
　
　
◆
３
〜
４
ヵ
月
児
健
診
　
 

　
　
　
　
　
医
療
機
関
に
て
、
医
師
に
よ
る
診
 

　
　
　
　
察
・
個
別
相
談
を
実
施
し
、保
健
師
・
 

　
　
　
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
家
庭
訪
問
 

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す
。
 

 　
 

　
　
　
◆
赤
ち
ゃ
ん
栄
養
教
室
　
 

　
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
が
離
乳
食
の
説
明
と
 

　
　
　
　
試
食
・
身
体
計
測
・
個
別
相
談
を
実
 

　
　
　
　
施
し
ま
す
。
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     医
療
費
の
動
向
 

　
本
町
の
医
療
費
の
動
向
は
、
　
歳
 

未
満
の
一
般
被
保
険
者
は
、
被
保
険
 

者
数
の
減
少
等
に
よ
り
医
療
費
も
減
 

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
老
人
保
健
 

制
度
改
正
に
よ
る
対
象
年
齢
の
引
き
 

上
げ
に
よ
り
、
高
齢
受
給
者
（
　
歳
 

か
ら
　
歳
ま
で
）
が
増
加
す
る
こ
と
 

か
ら
、
医
療
費
全
体
で
は
増
加
傾
向
 

に
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
昨
年
度
の
本
算
定
時
に
 

見
込
ん
だ
医
療
費（
療
養
給
付
費
、療
 

養
費
、高
額
療
養
費
）の
合
計
額
が
４
 

億
８
　
９
５
６
万
円
に
対
し
て
、
今
 

年
度
の
医
療
費
見
込
み
は
４
億
７
　
 

２
４
４
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、１
 

７
１
２
万
円
の
減
額
と
し
て
見
込
む
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
減
額
の
 

主
な
理
由
は
、
被
保
険
者
数
全
体
の
 

減
少
に
よ
る
も
の
と
、
食
生
活
の
改
 

善
や
健
康
寿
命
延
伸
事
業
な
ど
に
よ
 

る
予
防
医
療
の
成
果
の
現
れ
で
あ
る
 

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
平
成
　
年
２
月
か
ら
平
成
 

　
年
１
月
診
療
分
に
か
か
る
疾
病
分

類
別
医
療
費
で
は
、
高
血
圧
疾
患
等

の
「
循
環
器
系
疾
患
」
に
か
か
る
医

療
費
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
新
生

物
」
「
精
神
及
び
行
動
の
障
が
い
」
 

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 国
民
健
康
保
険
税
の
決
め
方
 

　
国
保
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
 

に
特
別
会
計
で
運
営
し
て
お
り
、
国
 

保
税
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
 

の
医
療
費
や
、
保
健
事
業
、
出
産
育
 

児
一
時
金
、
葬
祭
費
等
に
充
て
ら
れ
 

ま
す
。
 

　
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
国
保
税
の

必
要
な
総
額
は
、
そ
の
年
に
見
込
ま

れ
る
医
療
費
な
ど
の
支
出
総
額
か
ら
、
 

国
や
県
の
負
担
金
等
な
ど
を
差
し
引

き
、
そ
の
額
を
国
保
税
と
し
て
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

国
保
税
の
増
減
に
は
、
医
療
費
の
動
 

向
が
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
 

  医
療
費
を
減
少
さ
せ
れ
ば
 

　
　
国
保
税
も
減
税
さ
れ
ま
す
 

　
一
般
的
に
医
療
費
が
増
加
す
る
要
 

因
と
し
て
は
、
 

①
高
齢
社
会
と
な
り
、
病
気
に
な
り
 

　
が
ち
な
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
て
 

　
い
る
こ
と
 

②
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
、
 

　
診
療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
て
い
 

　
る
こ
と
 

③
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
治
療
を
 

　
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
 

　
と
 

④
一
つ
の
病
気
で
何
度
も
病
院
を
変
 

　
え
る
「
多
受
診
」
の
方
が
増
え
て
 

　
い
る
こ
と
 

⑤
疾
病
の
早
期
段
階
で
受
診
せ
ず
に
、
 

　
重
症
化
し
て
か
ら
受
診
す
る
こ
と
 

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
医
療
費
が
減
少
す
れ
ば
、
結
果
的
 

に
皆
さ
ん
の
税
負
担
も
減
少
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

     ２
　
０
０
０
万
円
は
 

　
　
　
予
防
医
療
の
 

　
　
　
　
　
成
果
と
し
て
減
税
 

　
今
年
度
、
町
で
は
一
般
医
療
分
で

４　
０
０
０
万
円
を
減
税
財
源
と
し
、
 

国
保
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
り

ま
し
た
。
 

　
こ
の
減
税
財
源
４
　
０
０
０
万
円

の
う
ち
、
２
　
０
０
０
万
円
は
第
３

期
国
保
財
政
５
か
年
計
画
に
よ
る
計

画
的
な
減
税
財
源
で
、
繰
越
金
か
ら

充
当
す
る
残
り
の
２
　
０
０
０
万
円

に
つ
い
て
は
、
予
防
医
療
な
ど
の
成

果
と
し
て
、
医
療
費
見
込
み
額
が
減

少
し
た
た
め
減
税
財
源
と
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
 

  医
療
分
は
一
人
あ
た
り
 

　
　
７
　
８
４
７
円
の
減
税
に
 

　
一
人
あ
た
り
の
平
均
負
担
額
は
、
 

５
万
９
９
５
円
と
な
り
、
平
成
　
年
 

度
と
比
較
し
て
７
　
８
４
７
円
の
減
 

額
、
一
世
帯
あ
た
り
の
平
均
負
担
額
 

,

,

7070

74

18

19
,

,,

,

,
,

,

,

18

明るく、楽しく、元気が一番 
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所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

表１　税額（平均）の比較 

表２　平成19年度税率 

※（　　）内は平成18年度税率 
※最高限度額65万円（医療分56万円、介護分9万円） 

一人あたりの国保税額 

　　　　　　（平均） 

一世帯あたりの国保税額 

　　　　　　　（平均） 

Ｈ１８年度 ５８，８４２円 １２２，９３１円 

Ｈ１９年度 ５０，９９５円 １０２，９７６円 

７，８４７円の減税 １９，９５５円の減税 

医療分 

７．１５％ 
（８．６０％） 

２９．３５％ 
（３５．９４％） 

２１，５００円 
（２５，０００円） 

１８，６００円 
（２２，５００円） 

介護保険分 

０．８１％ 
（１．２７％） 

６．１６％ 
（８．８９％） 

５，２００円 
（７，８００円） 

３，１００円 
（４，４００円） 

は
　
万
２
　
９
７
６
円
と
な
り
１
万
 

９
　
９
５
５
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
 

た
。（
表
１
）
 

　
ま
た
、
今
回
の
国
保
税
率
改
正
に
 

あ
た
り
、
減
税
財
源
の
充
当
と
合
わ
 

せ
て
、
国
保
制
度
の
「
相
互
扶
助
」
 

の
観
点
か
ら
、
負
担
の
公
平
化
と
低
 

所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
を
継
続
す
る
 

た
め
、
応
能
割
（
所
得
・
資
産
割
）
 

と
応
益
割
（
均
等
・
平
等
割
）
の
賦
 

課
割
合
を
引
き
続
き
　
対
　
に
近
づ

け
、
特
定
の
所
得
階
層
に
負
担
が
か

た
よ
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
 

　
な
お
、
税
率
に
つ
い
て
は
表
２
の
 

と
お
り
で
す
。
 

   　
国
保
の
加
入
者
の
う
ち
　
歳
か
ら

　
歳
ま
で
の
方
は
、
介
護
保
険
分
に

つ
い
て
も
国
保
税
に
含
め
、
納
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
 

診
療
報
酬
支
払
基
金
（
国
）
か
ら
介
 

護
保
険
分
の
負
担
額
と
し
て
、
６
 

０
０
１
万
円
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
 

す
。
 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
繰
越
金
と
 

保
険
給
付
費
支
払
準
備
基
金
か
ら
２
 

０
０
万
円
を
充
当
す
る
こ
と
で
介
護
 

保
険
分
の
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
 

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
の
平
均
負
担
 

額
は
１
万
２
　
７
０
０
円
と
な
り
、
 

平
成
　
年
度
と
比
較
し
て
５
　
４
０

７
円
の
減
税
、
一
世
帯
あ
た
り
の
平

均
負
担
額
は
１
万
７
　
３
７
６
円
と

な
り
、
７
　
２
５
５
円
の
減
税
と
な

り
ま
し
た
。
 

  国
保
は
み
ん
な
で
 

　
　
　
　
　
　
支
え
合
う
制
度
 

　
国
保
税
は
、
医
療
費
の
状
況
な
ど
 

に
よ
り
必
要
と
な
る
税
額
が
変
わ
る
 

こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
状
況
に
応
じ
 

て
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
の
で
、
医
療
費
が
か
か
ら
な
け
れ
 

ば
、
そ
の
分
皆
さ
ん
の
税
負
担
が
減
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
食
生
活
の
改
善
や
健
康
 

寿
命
延
伸
事
業
な
ど
よ
り
一
層
の
予
 

防
医
療
に
努
め
、
健
康
づ
く
り
を
推
 

進
し
ま
し
ょ
う
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

             　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
議
長
・
副
 

議
長
の
選
出
な
ど
の
議
会
構
成
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
、
渡
部
昌
議
員
が
臨
時
議
長
 

と
な
り
、
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
投
票
の
結
果
、
大
沼
洋
平
議
 

員
が
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
後
、
大
沼
議
長
の
就
任
あ
い
 

さ
つ
に
続
い
て
副
議
長
の
選
出
が
行
 

わ
れ
、
武
藤
道
廣
議
員
が
副
議
長
に
 

選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
 

圏
議
会
議
員
に
は
、
大
沼
議
長
と
長
 

谷
沼
清
吉
議
員
が
、
議
員
か
ら
選
出

さ
れ
る
町
の
監
査
委
員
に
は
、
伊
藤

勝
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

 各
常
任
委
員
会
の
構
成
 

　
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
 

会
、
議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
 

会
の
所
属
に
つ
い
て
も
決
ま
り
、
委

員
長
及
び
副
委
員
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
 

             委
員
会
で
互
選
さ
れ
ま
し
た
。（
◎
印
 

は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
、
敬
 

称
略
）
 

▼
総
務
常
任
委
員
会
 

　
◎
渡
部
　
昌
　
○
青
木
照
夫
 

　
　
伊
藤
　
勝
　
　
長
谷
川
徳
喜
 

　
　
長
谷
沼
清
吉
　
多
賀
　
剛
 

　
　
大
沼
洋
平
 

▼
経
済
常
任
委
員
会
 

　
◎
清
野
佐
一
　
○
五
十
嵐
忠
比
古
 

　
　
清
野
興
一
　
　
清
野
邦
夫
 

　
　
荒
海
清
隆
　
　
目
黒
　
一
 

　
　
武
藤
道
廣
 

▼
議
会
運
営
委
員
会
 

　
◎
清
野
邦
夫
　
○
長
谷
沼
清
吉
 

　
　
清
野
興
一
　
　
伊
藤
　
勝
 

　
　
長
谷
川
徳
喜
　
清
野
佐
一
 

▼
議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会
 

　
◎
伊
藤
　
勝
　
○
荒
海
清
隆
 

　
　
目
黒
　
一
　
　
多
賀
　
剛
 

　
　
武
藤
道
廣
 

10

50

50

,

,

40

64

,

,

,

,

,

18

4545

　
６
月
　
日
に
執
行
さ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で
当
 

選
し
た
議
員
に
よ
る
初
議
会
が
、
７
月
６
日
に
開
会
 

さ
れ
、
４
年
間
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
 

24
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軽い筋トレ２０分 速歩１５分 水泳８分 

体操１８分 ジョギング１０分 バレー２０分 

野球１２分 ゴルフ１８分 太極拳１５分 

 　
誰
で
も
無
理
な
く
 

　
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

　
町
で
は
、
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に
お
い
て
、
 

肥
満
や
高
齢
者
の
筋
力
強
化
の
対
策
と
し
て
、
 

昨
年
か
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
 

り
入
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
フ
ィ
ン
 

ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ス
キ
ー
の
ス
 

ト
ッ
ク
に
似
た
ポ
ー
ル
を
持
ち
、
場
所
を
選
ば
 

ず
１
年
中
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
通
常
 

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
 

　
％
上
昇
し
ま
す
。
首
、
肩
の
こ
り
や
痛
み
を
 

解
消
し
、
ポ
ー
ル
で
体
重
を
支
え
る
た
め
、
関
 

節
や
ひ
ざ
へ
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
身
体
能
 

力
、
性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
無

理
な
く
始
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
運
動
が
健
康
に
良
い
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
 

理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か
取
り
 

組
め
な
い
の
が
現
状
で
す
。
厚
生
労
働
省
で
は
 

昨
年
、
誰
も
が
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
「
健
 

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
指
針
２
０
０
６
」
を
 

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
指
針
で
は
、
運
動
 

量
の
目
安
や
運
動
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
、
具
体
的
 

に
示
し
て
い
ま
す
。
 

  　１
週
間
の
運
動
量
の
目
安
 

　
運
動
指
針
で
は
、
次
の
よ
う
な
運
動
を
１
週
 

間
に
４
つ
以
上
を
行
う
こ
と
を
す
す
め
て
い
ま
 

す
。
 

                  　
１
種
類
の
運
動
を
週
１
回
、
４
回
分
ま
と
め
 

て
行
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
自
分
の
体
力
に
 

合
わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
 

20

                               　
７
月
か
ら
上
野
尻
地
区
で
も
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
自
主
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

毎
週
金
曜
日
の
朝
、
旧
群
岡
中
学
校
校
庭
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
 

にしあいづノルディック 
フィットネスクラブ 
（ＮＮＦＣ）会長 

大堀　一衛さん 
（４町内） 

ノルディックウォーキングをご存じですか？ 
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　「河川愛護デー」の７月１日、町内各地で河川ク 
リーンアップ作戦が行われました。 
　自治区ごとに行われた河川クリーンアップ作戦は、 
早朝から大勢の地区住民が参加し、草むしりやゴミ 
集めなどの作業に汗を流しました。 
　参加者が一生懸命に作業したおかげで、河川は本 
来の美しさを取り戻しました。 

　今年で１７回目となる、いわき市豊間小学校と 
の夏季交流事業が、７月２１日から２２日の２日 
間にわたり、町内小学校の５年生６８名が参加し 
行われました。 
　初日は、アクアマリンふくしまの見学の後、豊 
間小学校に到着、鼓笛隊の演奏に迎えられました。 
対面式後、児童たちは各ホームステイ先へ向かい、 
各家庭において友情を深め合いました。 
　２日目は、薄磯海水浴場で磯遊びやスイカ割り 
などで、うち解けた仲間と楽しんでいました。 
　すっかり仲良しになった児童たちの中には、別 
れの際に涙を流し、別れを惜しむ児童も見受けら 
れました。 

　
７
月
６
日
、
群
岡
保
育
所
で
七
 

夕
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
「
ブ
ラ
ン
コ
に
 

一
人
で
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
 

や
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
よ
う
に
強
 

く
な
り
た
い
」
な
ど
と
願
い
が
込
 

め
ら
れ
た
短
冊
や
色
と
り
ど
り
の
 

飾
り
が
笹
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
付
け
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
七
夕
ま
つ
り
で
は
保
育
 

士
に
よ
る
織
姫
と
彦
星
の
お
話
し
 

の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
が
行
わ
れ
、
子
 

ど
も
た
ち
は
、
興
味
津
々
に
聴
き
 

入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
７
月
　
日
、
さ
ゆ
り
公
園
屋
外
プ
ー
 

ル
で
第
　
回
町
小
学
校
水
泳
競
技
大
会
 

が
行
わ
れ
、
町
内
各
小
学
校
の
５
、
６
 

年
生
2
0
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
日
頃
か
ら
一
生
 

懸
命
に
練
習
に
取
り
組
み
、
真
っ
黒
に
 

日
焼
け
し
た
選
手
た
ち
は
、
自
己
ベ
ス
 

ト
の
更
新
を
め
ざ
し
て
、
全
力
で
泳
い
 

で
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
観
客
席
に
は
、
大
勢
の
保
護
 

者
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
各
学
校
の
児
 

童
の
応
援
と
と
も
に
、
選
手
た
ち
に
力
 

を
与
え
て
い
ま
し
た
。
 

2426
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イネス・モタさん 

リタ・ヴァルガスさん 

西会津国際芸術村 
生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

 　
平
成
　
年
９
月
　
日
の
開
村
以
来
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
西
会
津
国
際
芸
術
村
や
地
元
新
郷
地
区
、
 

絵
画
ク
ラ
ブ
な
ど
の
社
会
教
育
団
体
を
は
じ
め
 

と
す
る
町
民
皆
さ
ん
の
支
援
の
も
と
、
リ
ト
ア
 

ニ
ア
か
ら
招
い
た
芸
術
家
は
、
芸
術
村
を
拠
点
 

と
し
て
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
芸
術
村
の
活
動
と
し
て
は
、
芸
術
村
や
ふ
る
 

さ
と
ま
つ
り
で
の
作
品
展
の
ほ
か
、
会
津
若
松
 

市
や
東
京
世
田
谷
区
で
の
作
品
展
の
開
催
な
ど
、
 

全
国
に
向
け
て
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。
 

　
町
の
芸
術
振
興
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
 

は
、
芸
術
村
で
の
創
作
体
験
を
実
施
し
た
ほ
か
、
 

小
学
校
児
童
と
の
交
流
を
は
じ
め
、
絵
画
な
ど
 

の
技
術
指
導
も
し
て
き
ま
し
た
。
 

 　
３
期
目
と
な
る
今
回
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
 

今
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ
ん
や
、
さ
ま
ざ
ま
 

な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
と
「
交
流
」
を
テ
ー
マ
 

に
活
動
し
、
芸
術
村
を
芸
術
の
発
信
拠
点
と
し
 

て
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
 

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
２
人
の
作
品
展
 

を
、
芸
術
村
を
メ
イ
ン
に
町
内
外
で
積
極
的
に
 

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
芸
術
だ
け
で
な
 

く
、
音
楽
や
映
画
な
ど
、
芸
術
に
関
す
る
さ
ま
 

ざ
ま
な
祭
典
を
広
域
的
に
開
催
し
、
町
内
外
か

ら
芸
術
村
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
交
流
と
ふ
れ

あ
い
の
も
と
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
今
回
迎
え
た
芸
術
家
も
「
交
流
」
と
「
ふ
れ
 

あ
い
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
 

ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
芸
術
村
を
訪
れ
、
２
人
の
芸
 

術
家
と
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
 

【
連
絡
先
】
 

　
西
会
津
国
際
芸
術
村
　
　
　
　
│
3
2
0
0

16

25

西会津国際芸術村 
3期目がスタート！ 

47
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「よ～く、ねらって！」 

健康は姿勢から「ちゃんと立ててるかな」 

化粧品は実に不思議な道具？ 

   【
女
性
講
座
】
 

　
６
月
　
日
（
水
）
に
女
性
講
座
を
開
講
し
、
 

第
１
回
目
の
学
習
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
 

ド
ロ
ー
ム
に
対
す
る
食
育
に
つ
い
て
学
び
ま
し
 

た
。
 

　
今
後
は
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
 

を
主
体
と
し
て
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
き
ま
 

す
。
 

                【
歳
百
合
学
園
】
 

　
６
月
　
日
（
月
）
に
は
歳
百
合
学
園
を
開
講

し
、
第
１
回
目
の
学
習
で
は
、
高
齢
者
を
狙
う

悪
質
商
法
を
学
び
、
自
己
防
衛
の
方
法
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
は
、
歴
史
講
座
や
国
際
交
流
な
ど
、
 

教
養
を
高
め
る
学
習
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

  　
７
月
　
日
（
日
）
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
 

に
お
い
て
町
民
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
 

し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
会
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
 

健
康
づ
く
り
と
異
世
代
と
の
交
流
を
目
的
に
開
 

催
し
て
い
ま
す
。
小
学
１
年
生
か
ら
　
歳
ま
で
 

　
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
第
　
回

を
記
念
し
て
親
子
（
子
ど
も
は
１
〜
２
年
生
）
 

の
部
を
新
設
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
も
あ
り
、
 

楽
し
い
日
曜
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

             【
結
果
】
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

◆
一
般
の
部
優
勝
堀
内
三
男
、
準
優
勝
井
上
正

平
、
第
３
位
杣
木
羊
子
、
第
４
位
佐
藤
兵
衛
、

第
５
位
新
田
忠
志
、
第
６
位
渡
辺
好
子
 

◆
小
学
生（
３
〜
６
）の
部
優
勝
田
中
栄
次
郎
、
 

準
優
勝
清
野
晃
輝
、
第
３
位
渡
部
有
紀
、
第
４
 

位
松
崎
菜
々
子
 

◆
親
子
の
部
優
勝
斎
藤
一
徳
・
水
貴
、
準
優
勝
 

斎
藤
和
子
・
杏
実
、
第
３
位
高
橋
由
美
子
・
陸

斗
、
第
４
位
高
橋
久
美
子
・
志
暢
 

 【
家
庭
教
育
講
座
】
 

　
教
育
の
原
点
は
家
庭
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
 

は
親
の
背
を
見
て
育
つ
も
の
で
す
。
公
民
館
で
 

は
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
 

学
校
行
事
な
ど
で
保
護
者
が
集
ま
る
機
会
を
活
 

用
し
て
家
庭
教
育
講
座
を
開
催
し
、
子
育
て
支
 

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
 

　
６
月
　
日
（
水
）
に
は
、
野
沢
小
学
校
の
祖
 

父
母
学
級
で
訪
れ
た
お
爺
ち
ゃ
ん
や
お
婆
ち
ゃ
 

ん
を
対
象
に
「
親
の
子
育
て
に
対
す
る
祖
父
母
 

の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
各
学
校
で
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

 【
女
性
カ
レ
ッ
ジ
】
 

　
今
年
度
か
ら
新
し
く
企
画
し
た
女
性
カ
レ
ッ
 

ジ
が
７
月
　
日
（
木
）
に
開
講
し
、
第
１
回
の
 

学
習
会
で
は
「
メ
イ
ク
マ
ジ
ッ
ク
」
と
称
し
て
 

メ
イ
ク
の
プ
ロ
を
招
き
、
受
講
生
に
合
っ
た
メ
 

イ
ク
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

　
こ
の
講
座
で
は
、
今
後
も
輝
く
女
性
に
ふ
さ
 

わ
し
い
内
容
で
学
習
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
、
受
講
生
の
ほ
と
ん
ど
が
働
く
女
性
で
あ
 

る
こ
と
か
ら
、
学
習
会
の
時
間
を
午
後
７
時
か
 

ら
の
夜
間
ま
た
は
休
日
に
、
月
１
回
程
度
開
催

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
の
声
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
順
子
さ
ん
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
　
町
）
 

　
公
民
館
と
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
西
会
 

津
町
史
談
会
共
催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
 

ま
す
。
本
町
に
も
関
係
す
る
福
島
県
が
生
ん
 

だ
偉
大
な
医
学
者
「
野
口
英
世
」
と
そ
の
母
 

「
シ
カ
」
の
お
話
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
 

さ
い
。
 

◆
講
師
…
野
口
英
世
記
念
館
学
芸
課
長
小
桧
山
六
郎
氏
 

◆
日
時
…
８
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
 

◆
場
所
…
町
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

       ◆
日
時
…
８
月
　
日
（
金
）
〜
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
 

　
　
　
　
　
※
　
日
は
午
後
３
時
ま
で
 

◆
場
所
…
町
公
民
館
小
ホ
ー
ル
 

22

85

63

20

19

2025

1212 10

12
10

10

演題 

「母の愛と絆」 
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みんなの広場 みんなの広場 
会
沢
　
　
真
 

　
　
〔
漆
　
窪
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
佐
原
一
郎
さ
ん
（
下
野
尻
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
文
藝
春
秋
（
文
藝
春
秋
社
）』
雑
誌
で
す
が
、
作
家
の
本
音
や
人
 

生
論
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
の
で
、
生
き
方
の
参
考
に
な
る
と
 

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
若
い
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
」
 

　
読
み
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
 

　
「
友
だ
ち
が
読
ん
で
い
ま
し
た
。
遊
び
に
行
っ
た
と
き
に
、
手
に
と
 

っ
て
チ
ラ
ッ
と
読
ん
で
面
白
く
て
、
そ
れ
か
ら
読
み
始
め
ま
し
た
。
最
 

初
は
書
店
で
購
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
売
り
切
れ
で
手
に
入
ら
な
い
こ
 

と
も
あ
り
、
定
期
購
読
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
こ
の
雑
誌
は
、
コ
ラ
ム
み
た
い
な
感
じ
で
、
寄
稿
し
た
作
家
の
考
 

え
方
や
生
き
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。思
惑
に
左
右
さ
れ
な
い
で
、
 

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
表
現
す
る
手
法
に
引
き
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
 

本
の
構
成
も
上
手
で
、
堅
い
文
章
ば
か
り
だ
け
で
な
く
、
と
き
ど
き
柔
 

ら
か
い
文
章
も
あ
り
、
読
み
や
す
 

い
と
思
い
ま
す
よ
。
」
 

　
最
後
に
「
図
書
館
に
も
毎
月
号
 

入
る
の
で
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
読
 

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

あ
く
ま
で
も
雑
誌
な
の
で
、
気
軽
 

に
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
 

す
。
読
め
ば
自
分
の
生
き
方
を
再
 

認
識
で
き
、
自
分
の
た
め
に
な
る
 

一
冊
だ
と
思
い
ま
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　五十嵐徳男さん（7月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　重労働なので、身体をこわさな 
いようにしてください 

あなたの趣味は？ 
　日曜大工 
 
あなたの特技は？ 
　料理（梅干しづくり） 
 
熱中していることは？ 
　家業の畳づくり（私と息子、 
そして２歳になる孫がときど 
き手伝って、３人で畳づくり 
をしています） 
 
あなたのモットーは？ 
　誰にでも優しく、人とのつ 
き合いを大切にすること 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　まめな性格 
 
これからやってみたいことは？ 
　７人の孫と大家族で旅行す 
ること 
 
最近感動したことは？ 
　昨年、消防のポンプ操法で 
県大会に出場できたことと選 
手との絆 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｙ・Ｓさん（松尾） 

 

あ
な
た
の
宝
物
は
？ 

『
７
人
の
孫
』
　 

　
「
娘
２
人
が
近
く
に
嫁
い
だ
の
で
、 

　
　
毎
週
の
よ
う
に
来
て
い
ま
す
。」 
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　平成１９年度の訪問介護員（ホームヘ 
ルパー）養成研修事業（２級課程）を次 
のとおり実施します。 
◆対象者 
　　町内に住所を有する方で、指定訪問 
　介護事業所に勤務している方、勤務す 
　ることが確定している方または勤務す 
　ることを希望している方。 
　　なお定員に満たない場合は、町外の 
　方も受講可能です。 
◆定員　　２０名 
◆研修期間　　平成１９年８月２３日 
　　　　　　～平成１９年１１月３０日 
◆申込方法 
　　所定の申込書を健康福祉課、保健セ 
　ンター、新郷連絡所、奥川支所に提出 
　してください。 
　　なお、申込書は上記４カ所に用意し 
　てあります。 
◆申込期限　　平成１９年８月１５日 
◆受講経費 
　町内者～テキスト代６，４００円 
　町外者～テキスト代及び受講料 

【問い合わせ先】 
　健康福祉課福祉介護係 
　　　　　　　　　４５－２２１４ 
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喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

で
は
、平
成
　
年
度
の
消
防
吏
員（
高
 

校
卒
以
上
）
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
 

◆
採
用
予
定
人
数
 

　
　
４
名
程
度
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
 

　
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

　
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
 

　
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方
 

　
及
び
平
成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
 

　
の
方
（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）。
 

◆
１
次
試
験
日
及
び
試
験
会
場
 

　
　
平
成
　
年
９
月
　
日
 

　
　
　
県
立
喜
多
方
工
業
高
校
 

               ◆
申
込
期
限
 

　
　
８
月
　
日
 

　
※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
８
月
 

　
　
日
ま
で
の
消
印
に
限
り
ま
す
。
 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
総
務
課
 

　
　
０
２
４
１
―
　
―
６
２
１
１
 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
１
）
 

   　
個
人
事
業
税
は
、県
内
に
事
務
所
・
 

事
業
所
を
設
け
て
一
定
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県

の
税
金
で
す
。
 

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
よ
り
送
 

付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
年
 

８
月
（
第
１
期
分
）
と
　
月
（
第
２
 

期
分
）
の
２
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
 

               と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
年
税
額
が
１
万
円
以
下
 

の
場
合
に
は
、
８
月
に
一
括
し
て
納
 

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
　
　
　
　
課
税
第
一
グ
ル
ー
プ
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
２
５
１
 

  　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
の
募
集
を
 

行
い
ま
す
。
資
格
及
び
受
付
期
間
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

一
般
曹
候
補
生
 

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
・
女
）
 

　
　
歳
〜
　
歳
未
満
 

　
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
 

航
空
学
生
 

　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

　
８
月
１
日
〜
９
月
７
日
 

               看
護
学
生
 

　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

　
９
月
７
日
〜
９
月
　
日
 

防
衛
大
学
校
学
生
 

　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

　
９
月
９
日
〜
９
月
　
日
 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
 

　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

　
９
月
７
日
〜
９
月
　
日
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
 

　
　
　
　
　
　
　
会
津
若
松
出
張
所
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
６
７
２
４
 

  　
皆
さ
ん
は
、
毎
日
の
食
卓
の
衛
生
 

管
理
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
か
？
 

時
に
は
命
に
も
関
わ
る
食
中
毒
は
、
 

何
よ
り
も
予
防
が
大
切
で
す
。
 

 

★
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
 

１
食
中
毒
の
原
因
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
を
 

　
つ
け
な
い
 

　
○
洗
う
〜
食
器
や
手
、
調
理
器
具
 

　
　
　
　
　
は
し
っ
か
り
洗
う
 

　
○
包
む
〜
食
品
は
包
ん
で
保
存
 

２
食
中
毒
の
原
因
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
を
 

　
増
や
さ
な
い
 

　
○
温
度
管
理
〜
室
内
に
放
置
せ
ず
、
 

　
　
　
　
　
　
　
冷
蔵
庫
に
保
存
 

　
○
早
く
食
べ
る
〜
作
っ
た
料
理
は
 

　
　
　
　
　
　
　
　
早
め
に
食
べ
る
 

３
食
中
毒
の
原
因
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
を
 

　
消
滅
さ
せ
る
 

　
○
加
熱
〜
食
品
内
部
ま
で
十
分
に
 

　
　
　
　
　
加
熱
 

　
○
調
理
器
具
〜
定
期
的
に
消
毒
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
３
０
６
 

   　
７
月
１
日
付
け
で
田
崎
映
子
さ
ん
 

が
新
し
く
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

      ※
前
任
者
の
沼
澤
望
東
子
さ
ん
（
牛
 

　
尾
）
は
、
６
月
　
日
を
も
っ
て
退
 

　
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

田崎　映子さん 
（芝　草） 
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三　留　　　武（76）由紀子　　夫　　１町内 

武　藤　　　瑛（83）傳　英　　妻　　５町内 

山　崎　健　一（70）一　弘　　父　　9町内2 

赤　城　鐵　夫（66）　玄　　　叔父　　さゆりの園 

長谷川　千代子（85）文　夫　　母　　縄　沢 

伊　藤　　　章（81）ス　ミ　　夫　　泥浮山 

齋　藤　嘉一郎（88）鐵　榮　　父　　上野尻 

矢　部　ハルノ（96）賢　二　　母　　中ノ沢 

人　口　　８，４１３人　　　－　４人 
　男　　　４，０３５人　　　－　３人 
　女　　　４，３７８人　　　－　１人 
世　帯　　２，９４０世帯　　±　０世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

岩　佐　こころちゃん　新・由香　　　西　原 

高　橋　慶　太く　ん　栄・真由美　　西林東 
け い た  

野　原　勇　一　　上小島 

上　野　沙　織　　喜多方市 

 

長谷川　　　宏　　新潟県阿賀町 

佐　藤　裕　紀　　熊　沢 

◆日時　８月 7日（火） 

　　　　　　27日（月） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

8月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○町県民税第２期 
○国民健康保険税第２期 
○介護保険料第３期 

8月10日（金） 納期限 

8月31日（金） 納期限 

有 隣 病 院  

入 澤 病 院  

そね内科クリニック 

いとう子どもクリニック 

はせがわ整形外科クリニック 

佐 原 病 院  

あきもと整形外科クリニック 

長谷川内科消化器科医院 

森 田 小 児 科 医院  

山 口 皮 ふ 科医院  

県 立 喜 多 方病院  

大 竹 内 科  

に い で ら 診療所  

扇町渡部小児科アレルギー科医院 

こばり耳鼻咽喉科クリニック 

小 野 病 院  

君島内科消化器科クリニック 

北 田 内 科 医 院  

さとう小児科医院 

鏡 渕 外 科 胃腸科  

荒 井 医 院  

0241（24）5021 

0241（22）0267 

0242（33）1024 

0242（27）4601 

0242（56）2882 

0241（22）5321 

0241（21）1515 

0242（22）7180 

0242（27）7686 

0242（28）9119 

0241（22）2181 

0241（22）0241 

0242（38）3676 

0242（25）5515 

0242（29）0800 

0241（22）0414 

0241（24）5800 

0242（38）2661 

0242（24）0830 

0242（27）3225 

0242（83）2224

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

８月４日（第１週）受付時間11時まで 
８月18日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

会津坂下町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

柳 津 町 

会津若松市 

玉 木 歯 科 医 院  

佐 野 歯 科  

物 江 歯 科 医 院  

加 藤 歯 科  

山田あつし歯科医院 

か み お 歯 科  

二 瓶 歯 科 医 院  

加 羽 沢 歯 科  

0242（83）4818 

0242（22）1726 

0241（23）1661 

0242（24）0550 

0241（21）1846 

0242（24）9273 

0241（41）1880 

0242（26）0418

12 
（日） 

12 
（日） 

19 
（日） 

26 
（日） 

9／2 
（日） 

　
夏
で
す
ね
▼
冷
た
い
物
 

を
食
べ
過
ぎ
た
り
、
へ
そ
 

を
出
し
て
寝
た
り
し
て
、
 

お
腹
を
こ
わ
し
た
り
、
風
 

邪
を
ひ
い
た
り
し
て
い
ま
 

せ
ん
か
▼
私
は
お
腹
が
弱
 

い
方
な
の
で
、
人
一
倍
気
 

を
付
け
よ
う
と
思
っ
て
い
 

ま
す
▼
冷
た
い
物
を
食
べ
 

過
ぎ
る
と
夏
バ
テ
に
も
な
 

り
や
す
い
で
す
し
ね
▼
皆
 

さ
ん
も
健
康
に
は
十
分
に
 

気
を
付
け
、
こ
の
暑
い
夏
 

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
 

編
集
後
記
 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

19 
（日） 

26 
（日） 

9／2 
（日） 


